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本調査の概要を表 1 に示す。2012 年 11 月 21 日





























総   説 
表 1 津波避難行動・意識調査の概要 
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（２）岡山市沿岸部住民の津波対策（備え）の現   
   状 
 津波避難時の場所や、避難経路、交通手段は、









































 約 25%の住民がすぐ避難する（10 分以内）一
方で、荷造りなどをして 1 時間以上経過後に
避難する住民も約 12%存在する（最頻値は約













































































表 4 独立性の検定及び残差分析の結果 
表 2 津波防災に関する備え指標 

























































図 1 避難移動距離 図 2 避難開始のタイミングと危険建物率 












































図 3 高齢者を対象とした避難所要時間（徒歩速度時速 1.8km） 
岡山市南区を対象として南海トラフ巨大地震時において地震発生から 3 分後に堤防が破壊された場合を想定（内閣府） 
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